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　　３月に閉校となった小宮小学校は９月１日よ

り「小宮ふるさと自然体験学校」として生まれ

変わります。現在、森林レンジャーの隊長こと

杉野と自然体験学校校長の篠木が中心となって

展示室の改装、展示物の作成を行っています。

閉校直後の学校にはたくさんの備品や道具類が

設置されており、自然体験学校の青写真がうま

く思い浮かべないほどでした。地道に教室内の

備品類を運びだし、棚などを取り外し、ベニヤ

を打ち付け、だいぶ展示室としての基礎が出来

上がってきました。コレンジャーにも展示の一

部を手伝ってもらい、たくさんの丸太をノコギ

リで玉切りにしてもらいました。開校まで後

１ヵ月、体験学校開校に向けてラストスパート

です。（〇清掃後の教室。◎コレンジャー展示を手伝

う。壁にあるベニヤのパネルは隊長の自作です。□

木材を搬出中。全伐材を展示に利活用します。△こ

れだけの木材がどんな展示になるのでしょう？）

〇 ◎

□ △

夏の川遊び体験
～昔ながらの川魚釣りと川の遊び方

　ただ今、準備中

「小宮小学校」→「小宮ふるさと自然体験学校」

勇気を出して川にジャンプ！！

　暑い日が続き秋川を利用するレジャー

客が日増しに増えてきている気がしま

す。川での BBQ もいいのですが、地元

の子どもたちはいろいろな方法で川を楽

しんでいます。今回、あきる野市外の子

どもたちが秋川、養沢川で自然体験する

機会がありましたので、あきる野ならで

はの遊びを伝授しました。

　まず、あきる野の子どもの多くが経験

するあんま釣りです。これは川魚の習性

をうまく利用した釣りのような気がしま

す。川底の石などについている川虫をエ

サにし、下流に向かって針を流します。

右の写真にあるように釣竿を完全に水に

つけ前後させます。その際、足元の石な

どを転がしたりすると川底の川虫が流さ

れより魚が釣れやすくなります。アブラ

ハヤ、ウグイ、時にはヤマメがかかった

りします。

　もう１つの自然体験は川への飛び込み

です。高い所から水深のある淵などに飛

び込むのですが、川を全身で感じること

のできる遊びです。勇気を出して飛んだ

あとは、みんな病み付きになります。

　川は楽しさと危険が隣り合わせです。

遊ぶときは大人の人と一緒に遊びましょ

う。
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